
STS/STW専用スタンド　(STS-CJⅡ/STW-CJⅡ)組立説明書

組立てをはじめる前に
●組立てる前に必ず、構成部品一覧/ビスパック一覧、完成図をご覧になり、内容物をご確認ください。
●組立作業をする場合は、カーペットの上か、毛布などを敷いた所で、床や製品を傷つけないようにご注意ください。

※最後に安全上の注意を必ずお読みください。
※設置、組立の不備、または天災による事故･損傷について当社は一切責任を負いません。

[ 本体質量 ] 

ＳＴＳスクリーン取付時　93 kg 
ＳＴＷスクリーン取付時　83 kg 　　

キャスターの取付

キャスターフレームのナットが見える部分を上
にしてストッパー付の前側キャスターとストッ
パー無の後側キャスターをスパナを用いてしっ
かりと締め付けてください。

キャスターフレームと
支柱フレームの組立

寸法図

●組立にあたっては、プラスドライバー（中型）をご用意ください。

キャスターフレームに支柱フレーム（前後の向
きを確認してください。）を差し込み、キャス
ターフレームの上部を六角穴付ボルトＭ8×20、
Ｍ8ワッシャ－で２ヶ所、下部を六角穴付ボルト
Ｍ8×30、Ｍ8ワッシャ－で４ヶ所を六角レンチ
を用いて締め付けます。

キャスターフレーム

六角穴付ボルト　Ｍ8×30　×4
Ｍ8ワッシャー　　　　　　×4

六角穴付ボルト　Ｍ8×20　×2
Ｍ8ワッシャー　　　　　　×2 六角穴付ボルト　Ｍ8×20　×2

Ｍ8ワッシャー　　　　　　×2

六角穴付ボルト　Ｍ8×20　×2
Ｍ8ワッシャー　　　　　　×2

スライド式プロジェクター台
の組立

スクリーンフレームの
組立

六角穴付トラスネジ
Ｍ6×15　　　　　　×16

スクリーンフレームと
スタンド本体の組立

後側キャスター
（ストッパー無）×２

前側
キャスター（ストッパー付）×２

M12 
スプリングワッシャ－
                ×４

支柱フレーム

移動用ハンドルを支柱フレーム背面に六角穴付
ボルトM8×20、M8ワッシャーで2ヶ所締め付け
ます。

移動用ハンドルの組立

六角穴付ボルト　Ｍ8×20　×2
Ｍ8ワッシャー　　　　　　×2

六角穴付ボルト　Ｍ8×20　×4
Ｍ8ワッシャー　　　　　　×4

キャスターフレーム

支柱フレーム

スライド式プロジェクター台

移動用ハンドル

スクリーンフレーム（上 下） 各1

1
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1
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スクリーンフレーム（外側左 右） 各1

スクリーンフレーム（内側左 右） 各1

キャスター

キャスター（ストッパー付）
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2

アウトリガー 4

4STSスクリーン用取付金具

4STWスクリーン用取付金具【A】

プロジェクター固定ベルト 2

六角穴付ボルト Ｍ8×30 4

六角穴付ボルト Ｍ8×20 12

Ｍ8ナット 4

六角穴付トラスネジ Ｍ6×15

支柱
組立用

ハンドル・支柱補強
スクリーンフレーム

スライドテーブル取付用

24 スクリーンフレーム組立
アウトリガー取付用

16Ｍ8ワッシャー

Ｍ12スプリングワッシャー 4

レンチ 1

1スパナ（14／17ｍｍ）
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各2

スライド式プロジェクター台を六角穴付ボル
トM8×20、M8ワッシャーで4ヶ所締め付け
ます。
このとき別紙の投射関係図を参照していただき
使用されるプロジェクターに合わせて高さを
調節します。

スクリーンフレーム（上下）の間に2種類の左
右フレームを六角穴付トラスネジを使用して
締め付けます。
このとき内側フレームにある支柱取付部分が
外側になるように取付けます。

手順５で組み立てたスクリーンフレームを六角
穴付ボルトM8×20、M8ワッシャーを使用して
取付けます。
このとき投射関係図を参照していただきスクリ
ーンを取り付ける高さを調節します。

STWスクリーン用取付金具【B】 4



スクリーンの背面にスタンド取付用金具がしっかり固定していることを確認後、スタンド取付
用金具のボルト部分をスクリーン取付バーの両端にある貫通穴に通してください。
４箇所のボルトが貫通していることを確認できましたらフランジナットを使用して固定して
ください。

8 スクリーンの取付

フランジナット　×4

スクリーン取付用金具への取替7
【STSスクリーン（ボードタイプ）】 【STWスクリーン【張込みタイプ）】

３mmの六角レンチを使用し４本のキャップボルトを取り外します。
（取り外したキャップボルトはなくさないようにしてください。）
キャップボルトをすべて外したら既存の引掛け金具を取り外してください。

引掛け金具を取り外した箇所にSTSスクリーン用取付金具を取付けます。
（取り付ける際、金具に表記されている矢印が上下方向を向いていることを確認してください。）
ネジ穴の位置を確認したら取り外したキャップボルトで金具をしっかり固定します。

六角レンチＭ３用

STWスクリーン用取付金具を【A】 、【Ｂ】を分けた状態にして用意していただきます。
張込スクリーンの化粧枠を取り外し、短い化粧枠の背面の溝にスクリーン取付金具【Ｂ】を両端に
差し込みます。予めスクリーンに取付けた長い化粧枠の背面の溝にもスクリーン取付金具【Ｂ】を
差し込みながら張込スクリーンの四方に化粧枠を取付けます。

四方の取付位置が決まればM5×15の六角穴付ボタンボルトで固定します。
固定したスクリーン取付金具【Ｂ】のボルト部分にスクリーン取付金具【A】の穴をとおして付属の
M5用ナットを使用して締め付けます。
このとき、スクリーン取付金具【A】 の表面に打刻してある矢印がそれぞれ上下方向を向くように
取付けてください。

スタッドボルト

アウトリガーの取付

六角穴付トラスネジ
Ｍ6×15　　　　　　×8

9 プロジェクターのセッティング 10 プロジェクターの位置調整 11

アウトリガーをキャスタースタンドの外側から
①、②の順番でスライドするように差込ます。
アウトリガーの穴の位置とスタンドベースの穴
位置があったところで六角穴付トラスネジM6×
15で締め付けます。

①
②

プロジェクターをスライド式プロジェクター台に乗せ、電源ケーブル・映像ケーブル等を接続します。 プロジェクターの電源をONにしスクリーンに映像を投影し画角を調整します。
スライド式プロジェクター台の横にあるハンドルを緩めて前後の位置を決めます。
前後の位置が決まればハンドルを締めて固定します。
プロジェクター本体を操作して画角の微調整をします。
投射する位置が決まったらプロジェクター台の上にあるプロジェクター固定金具を寄せて
プロジェクターの位置を固定します。
（※プロジェクター固定金具はプロジェクターの大きさに合わせてサイズをお選びください。）

最後にプロジェクター固定ベルトで固定します。

スクリーン取付金具【A】

スクリーン取付金具【Ｂ】
六角穴付ボタンボルト
M5×15　　　　　　　×8

M5用ナット
スプリングワッシャー
ワッシャー



No.

ＳＴＳ－ＣＪⅡ/ＳＴＷ―ＣＪⅡSTS/STW専用スタンド

483220

MADE  IN  CHINA



STS/STW専用スタンド　(STS-CJⅡ/STW-CJⅡ)投射関係図

・こちらの投射関係図は弊社で検証した機種のみを掲載いたしました。
　実際にご使用いただきますプロジェクターについてはあらかじめ投射関係の検証をしていただくことをお勧めいたします。
・スクリーン高さ、プロジェクター台の高さは下記の寸法を参考に調整してください。
　寸法図に記載してある※印の寸法がスクリーンの中心とプロジェクター台の基準となる高さです。




